
Ⅰ．プログラムの特色
地域や医療施設において標準的な医療を提供でき、国民の

健康に資するプロフェッショナルとしての誇りを持った救急
科専門医となることができる。
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高知大学病院：救急科専門研修プログラム（プログラム責任者：宮内雅人）

Ⅱ．目 標
救急科領域研修カリキュラムに準拠し行い、本プログラム

に沿った専門研修によって専門的知識、専門的技能、学問的
姿勢の修得に加えて医師としての倫理性・社会性（コアコン
ピテンシー）を修得すること。

１年 ２年

診療以外の

キャリア
－ －

償還期間

消化年数
１年 ２年 3.5年 4年

救命救急センター：日本医科大学高度救命救急センター、国立国際医療研究センター、高知医療センター　または　近森病院、高知赤十字病院

卒後年数
初期臨床研修期間

５年３年 ４年 ６年 １７年

――

１６年７年 ８年 ９年 １０年 １２年 １３年１１年

7年

幡多けんみん病院

１４年 １５年

6年 ９年

高知大学病院/救命救急
センターなど

研修施設名 高知県下の研修病院
高知大学病
院/高知医
療センター

日本医科大
学病院/国
立国際医療
研究センター

高知大

学病院

/高知

医療セ

ンター

３年 5年

幡多けんみん病院/

など

救急専門科研修

プログラム

専攻医 救急科指導医

外科専門医

整形外科専門医

脳神経外科専門医

消化器内視鏡専門医集

中治療専門医

外傷専門医

大学院にて学位取得を目指す

救急科専門医

医学博士

JATEC
JPTEC
ICLS
インストラ

クター

高知大学

病院（サ

ブスぺ選

択科）/

幡

多

け

ん

み

ん

病

院

高知大学

病院

幡多け

んみん

病院/あ
き総合

病院の

いずれ

高知大学病院/救命救急センター/国内留学

など

Ⅲ．キャリアパス
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１年 ２年

診療以外の

キャリア
－ －

償還期間

消化年数
１年 ２年 8.5年 9年

救命救急センター：日本医科大学高度救命救急センター、国立国際医療研究センター、高知医療センター　または　近森病院　高知赤十字病院

１６年１１年 １２年 １７年

―

１３年 １４年 １５年

5年

研修施設名 高知県下の研修病院
高知大学病
院/高知医
療センター

高知医療セ
ンター/など

３年 ４年 7年― 6年 ―8年

幡多け

んみん

病院/

あき総

合病院

のいず

れか

８年

国内留学

９年 １０年卒後年数 ３年 ４年
初期臨床研修期間

５年 ６年 ７年

医学博士

大学院にて学位取得を目指す

高知大学病院/

救命救急センター

など

幡多けん

みん病院

日本医

科大学

病院/国
立国際

医療研

究セン

ター

高知大

学病院

（サブス

ぺ選択

科）

幡多けんみん病院

高

知

大

学

病

院

幡

多

け

ん

み

ん

病

院

救急専門科研修

プログラム

専攻医

JATEC
JPTEC
ICLS
インストラ

クター

救急科専門医

外科専門医

整形外科専門医

脳神経外科専門医

消化器内視鏡専門医集

中治療専門医

外傷専門医

救急科指導医

高知大学病院/救命救急センター/国内留学

など
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Ⅰ．プログラムの特色
当院は県内の3つの救命救急センターの一つを担い

救急科専門医、外傷専門医を目指す仲間を募集。「総
合内科の能力をもった内科系救急医」、「外科診療を
中心とした外科系救急医」を養成する。診断だけでは
なく集中治療における救急科の主治医も我々が行うた
め、救命救急、集中治療、災害医療も含めた幅広い分
野での活躍が期待される。

他のプログラムと異なる特色として研修の長期中断
も可能であり、他診療科の資格取得を目指す場合等で
個々の希望に合わせた研修プログラム設定が可能であ
る。

プログラム責任者：齋坂 雄一

高
知
医
療
セ
ン
タ
ー
：
救
急
科
専
門
医
を
目
指
そ
う

高知医療センター：救急科専門医を目指そう（プログラム責任者：齋坂雄一）

Ⅲ．キャリアパス

見本１
１年 ２年

研修施設名

診療以外の

キャリア
－ －

償還期間

消化年数
　１年 ２年 4.5年

義務を満たすために地域医療機関に従事する場合は、研修を長期中断することが可能である。

　3ヵ月以内　：　日本医科大学千葉北総病院（県外のため研修期間は償還対象外となる）

※２　いずれか6ヶ月　：　須崎くろしお病院、大井田病院、幡多けんみん病院、田岡病院（徳島県）（県外のため研修期間は償還対象外となる）、あき総合病院、田野病院、土佐市民病院、仁淀病院、くぼかわ病院

※３　高知医療センター指導医が定期的に連絡をとり、キャリアアップを確認

初期臨床研修期間

高知県下の研修病院 高知医療センター

卒後年数 ５年 １０年 １７年

高知医療
センター

高知大学病
院、近森病
院、高知赤
十字病院な
ど※1

須崎くろしお病院、大井田病院等の
地域の医療機関

（※２の医療機関に準ずる）で
地域医療に従事　※３

３年 ４年 ６年 ７年

高知医療センターで勤務。ほかに希望する医療機関があれば、
国内留学など自由な選択肢があり、相談可能

８年 ９年 １１年 １２年 １３年 １４年 １５年 １６年

―３年 ４年 ６年 ９年

※1 いずれか6ヶ月～1年以内　：　高知大学病院、近森病院、高知赤十字病院、沖縄県立南部医療センター、国際医療福祉大学成田病院、深谷赤十字病院、福岡大学病院（県外の病院は研修期間は償還対象外となる）

嶺北中央病院、高北病院、梼原病院、四万十市民病院、渭南病院、大月病院　

救急科専門研修プログラム

専攻医 救急科専門医

須崎くろしお病院、大井田病院、

幡多けんみん病院 他 ※2

大学院（社会人枠）にて学位取得を目指す

Ⅱ．目 標
高知県内の多くの救急医療機関を中心に研修を行う。救急科専門

医の社会的責務を自覚し、病院前診療とメディカルコントロールを
通して、現場救急隊からドクターヘリ／ドクターカー、病院での治
療へとシームレスな病院前救護を学ぶことで「攻めの医療」を実践
する。

また、救急科専門医は地域全体の救急医療の安全確保の中核を担
うことが使命であるという理念の下、病院内だけでなく、消防、警
察、保健所など他の多くの機関と関わり、「へき地における救急医
療」や「高齢者の救急医療」のモデルを考え、地域に根ざした専門
医を目指す。入院患者はチーム制で診療しているため休みを確実に
確保することでワークライフバランスも大事にしており、女性医師
が働きやすい環境も整えている。
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見本２
１年 ２年

研修施設名

診療以外の

キャリア
－ －

償還期間

消化年数
　１年 ２年

義務を満たすために地域医療機関に従事する場合は、研修を長期中断することが可能である。

※３　高知医療センター指導医が定期的に連絡をとり、キャリアアップを確認

３年 ４年

高知医療センター

７年 ９年

高知医療センターで勤務。ほかに希望する医療機関があれば、
国内留学など自由な選択肢があり、相談可能

―

１６年 １７年１４年 １５年
初期臨床研修期間

１２年 １３年卒後年数

高知県下の研修病院

須崎くろしお病院、大井田病院等の
地域の医療機関(※２の医療機関に準ず

る)で
地域医療に従事　※３

（救急科専門研修プログラムは
この期間、中断扱いとなる）

１０年５年

高知医療
センター

幡多けんみ
ん病院、あき
総合病院他
（最大で1年
以内）

３年 ４年 ６年 ７年 ８年 ９年 １１年

救急科専門医
救急科専門研修プログラム

専攻医

大学院（社会人枠）にて学位取得を目指す

（2/2）
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Ⅰ．プログラムの特色
本研修のプログラムの目的は、「緊急に医療が必要

な地域住民に対して、安心かつ安定した標準的な医療
を提供できる」救急科専門医を育成することにありま
す。本研修プログラムを修了した救急科専門医は、疾
患の種類を問わず重症度に応じた総合的判断に基づき、
関係する各専門診療科と連携し、迅速かつ安全に急性
期患者の状態を安定させ診断と治療を進めることが出
来るようになります。

また、多くの臓器が急速に重篤化する場合は集中治
療室で患者管理の中心的役割として、また、複数の専
門診療科が関わる外傷なども治療を進めるチーム医療
のリーダーとしての役割を担うことが出来るようにな
ります。

更に、救急科専門医として救急医療体制、病院前医
療体制そして赤十字の使命である災害対応にも強く関
わることにより地域医療を支える指導的役割が出来る
ようになります。

１年 ２年

診療以外の

キャリア
－ －

償還期間

消化年数
　１年 ２年 4.5年

※ 実際の勤務先については都度、受け入れ施設及び県と相談

―

卒後年数
初期臨床研修期間

５年３年 ４年 ６年 ７年 ８年 １４年 １５年 １６年 １７年

高
知
赤
十
字
病
院

幡

多

け

ん

み

ん

病

院

あ

き

総

合

病

院

の

い

ず

れ

か

９年 １０年 １１年 １２年 １３年

研修施設名 高知県下の研修病院

高
知
赤
十
字
病
院

高
知
赤
十
字
病
院

４年 ６年 ８年 ― ９年

幡

多

け

ん

み

ん

病

院

あ

き

総

合

病

院

の

い

ず

れ

か

救急科専門研修プログラム

開始

サブスペシャルティ専門医資格

取得

高知赤十字病院

※国内留学等

救急科専門医資格

取得

救急科専門研修プログラム（関連施設）：

幡多けんみん病院、あき総合病院、くぼかわ病院のいずれか

高
知
赤
十
字
病
院
：
救
急
科
専
門
医
を
目
指
し
て

高知赤十字病院：救急科専門医を目指して（プログラム責任者：原 真也）

Ⅲ．キャリアパス

Ⅱ．目 標
救急外来での診療を通じて疾患の種類を問わず初期対応、

診断、治療が出来る救急科専門医となることを目指してい
ます。

また、救急救命士に対する教育、ドクターカーによる現
場活動そしてＤＭＡＴ活動などにも参加し、救急医療体制、
病院前医療体制そして災害医療にも精通する医師となるこ
とを目指します。

加えて、不安を抱える患者やその家族に対する精神的ケ
アにも医療倫理を通じて対応できるようになることも目指
しています。
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Ⅰ．プログラムの特色
軽症から重症まですべてを受け入れる北米ER型救急を展開しており、

あらゆる緊急性疾患に対応可能な救急科専門医の育成を行っている。
単に疾患を診るのではなく、患者の社会的背景などを考慮した上で全
人的な対応を行うために、各診療科の垣根を超えた連携と共に、多職
種でも連携してチーム医療を実践している。症例数に関しては、中四
国でもトップクラスの救急受け入れ実績があり、豊富な症例経験と救
急医療から災害医療に精通した指導医によるマンツーマンの指導体制
により、質の高い研修を受けることができる。

また、現在は院内救急医療のみならず、病院前救護体制への関わり
も強く求められており、日常でのオンラインメディカルコントロール
（指示要請や助言）やＤｒカーでの現場出動、オフラインのメディカ
ルコントロール等への関わりを通じ、地域医療にも深く関わっている。

近
森
病
院
：
救
急
科
専
門
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

近森病院：救急科専門研修プログラム（プログラム責任者：根岸正敏）

Ⅱ．目 標
全科協力のもとで、あらゆる緊急性疾患に全人

的に対応可能な救急医の養成を目標としている。
高知県特有の地域特性を理解し、進展する高齢化
社会の救急医療に十分に対応できる専門医を養成
する。

１．救急科標準コース

1年 2年

研修施設名

高

知

大

学

病

院

ま

た

は

高

知

医

療

セ

ン

タ

ー

幡

多

け

ん

み

ん

病

院

●

診療以外の

キャリア
－ －

償還期間

消化年数
　１年 ２年 ４年 4.5年

●幡多けんみん病院での地域医療研修期間は3～6ヵ月の間で希望により調整可能です。6ヵ月未満の場合には、3.5年間以上は高知市・南国市外での研修ができるように調整します。

６年

初期臨床研修期間

高知県下の研修病院

近
森
病
院

卒後年数 4年 5年3年 6年 17年

近
森
病
院

16年12年

幡

多

け

ん

み

ん

病

院

な

ど

※

9年 13年 14年

近
森
病
院

7年 8年 15年

近
森
病
院

国
内
留
学

10年 11年

※当プログラムで連携している償還免除となる高知市・南国市以外の医療機関には、幡多けんみん病院と大井田病院、くぼかわ病院（R7年度より追加）,があります。
その他の医療機関での勤務を希望される場合には、個別にご相談ください。

3.5年 ９年 ― ― ― ―

救急科専門医

資格取得
救急科専門研修

開始

集中治療専門医

外傷専門医など

資格取得

Ⅲ．キャリアパス
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